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原 著

イメージしたことや伝えたいことを起点とした歌唱表現学習

一小学校における実践をもとに-

加藤晴子 (くらしき作陽大学音楽学部)逸見学伸 (倉敷市立琴浦東小学校)

奥 忍 (岡山大学教育学部)

歌唱表現学習では､詩や楽曲のイメージや気持ちを表現する活動が多い｡学習では､イメージや気持

ちを伝え合 うための体験が不可欠であり､その積み重ねが豊かな歌唱表現の実現に繋がると考える｡

そこで本研究では､相互のコミュニケーションの視点か ら歌唱表現の学習プランを提示 し､授業実践

を行った｡授業の観察 と分析を通 して学習の有効性を検証 した結果､以下の点が明らかになった｡

① 表現 したいことを考え歌唱の工夫をすることを通 して､表現する楽 しさを味わ うことができた｡

② 自分が表現 したいものを実現するためには何が必要かを子 ども自身が考えることができた｡

③ 表現の多様性に気づき､互いの表現を認め合 うことができた｡

キーワー ド:イメージ､歌唱表現､コミュニケーション､自由な表現､歌唱技能の習得

Ⅰ はじめに

歌唱学習では､詩や楽曲から受けたイメージや感

じたことを表現する活動が多い 1)｡活動では､いか

にイメージを喚起しそれを表現に繋げるかがポイン

トになると考える｡ところがこの点については､楽

譜に示された発想記号等に沿って曲の外形をなぞる

程度の活動や､教師が表現したいものを学習者に表

現させる活動に止まることが多い｡学習者は､詩や

旋律の解釈を通してイメージを膨らませることがで

きるものの､それをどのように表現するかについて

は指導者が指示している場合が多い｡

そこで本研究では､イメージしたことや伝えたい

気持ちを起点とした歌唱表現学習のプランを作成し､

実践を行った｡授業実践の観察と分析を通して､学

習プランの有効性を検証したい｡

Ⅱ 学習プラン

次に､小学校における学習のプランを提示する0

本学習プランの特徴は､以下の4点を視点として活

動を展開している点にある｡

(1)コミュニケーションを視点としたアプローチで

あること｡

(2)声だけでなく身体表現も含め､自分の気持ちや

イメージを自由に表現し伝える活動を行 うこと｡

(3)表現の多様性や可能性について､子ども自身が

気づくような活動を行 うこと｡

(4)自分が表現したいことを基に､子ども自身が歌

唱技能の必要性に気づくような活動を行 うこと｡

Ⅱ 指導計画

1)対象者､授業日時 :倉敷市立琴浦東小学校第5

学年2組 (在籍児童36名)､2006年 9月22日

(金)第 1,第2校時､於 :体育館

2)授業者 :逸見学伸､加藤晴子

3)題材名 :イメージや気持ちを伝え合お う｡

4)指導目標

(1)声や身体全体を使って､イメージや気持ちを

表現する楽しさを味わう｡

(2)自分が伝えたいことが相手に伝わるためには

どのようにすると良いのかを考え､表現を工

夫して歌唱する｡

(3)表現の可能性や多様性に気づき､互いの表現

を認め合 う｡

5)指導計画 (全2時間)

【第 1時】

(1)身体や言葉によるコミュニケーションをする｡

(2)動きから相手の気持ちを感 じ取り､それに対

応して自分が伝えたいことを身体表現する｡

(3)コミュニケーションを行 うには､自分の気持

ちをどう表すかと同時に相手の気持ちを感じ
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加藤 晴子 ･逸見 学伸 ･奥 忍

取 ろ うとす ることが大切 であることに気づ く｡

【第2時】

(1)お互い を意識 しなが ら､声や音による表現の

キャッチボールを行 う｡

(2)自分のイ メージや気持 ちが伝 わるよ うに､相

手を意識 しなが ら身体全体 を使って表現する｡

(3)コミュニケー ションの視点か ら表現の楽 しさ

を味わい､歌で表現す ることに興味をもつ｡

6)題材設定の理由 (略)

7)教材 について

『知 らない子』(作詞 :宮沢章二 ･作曲 :大中恩)

本 曲は 5音音階を基に したわ らべ うた風の作品で

あ り､旋律や リズムは平易で親 しみやす く､歌詞の

内容 も子 どもたち自身 も体験のあるものである｡そ

9)学習指導案

(第 1時)

のため本 曲は､子 どもが 自分の経験を基に詩の登場

人物の言動 を考えることを通 して相互のコミュニケ

ーシ ョンを意識 し､イ メージや気持ちを伝 えあ う視

点か ら歌唱表現の工夫をするのに相応 しい と考 える｡

以上のことか ら､本 曲を教材 として選択 した｡

8)子 どもの実態

本学級の子 どもたちは歌 うことが とて も好きであ

る｡また､詩の朗読 も常時行ってお り､声 を出す こ

と-の抵抗感 も少なく､ 自分の表現 したいことを少

しずつ声で表現できるよ うになってきている｡ しか

し､コミュニケーシ ョンの視点か ら表現について考

えた り表現の工夫をす るような学習はしていない｡

本学習は､子 どもたちにとって初めての経験である｡

目標(1)身体や言葉による様々なコミュニケーションを体験するo

(2)コミュニケーシ ョンでは､自分の気持ちをどう表すかだけでなく相手の気持ちを感 じ取ろうとすることも

大切であることに気づくo

学習活動 教師の支援 (T1:逸見､T2:加藤) 評価の観点

1.本時の学習のめあてを認識するQ ･本時の学習活動のめあてを伝えるo (Tl) ･本時のめあてを認識できたかo

2.身体動作によるコミ ･活動でのルールをわか りやすく説明するQ(T2) ･相手の動作に対応 して

ユニケ-シヨンを体 ･言葉を用いなくても身体動作だけでコミュニケーションが ボールを投げたり受け

験するQ できることに気づかせるQ たりできたかQ･パスした人の動きを感

2-1見えないボールで ･教師が例を示すo (T1､T2)

キャッチボールする ･互いを十分に意識 し､相手の視線や動作に対応 して動くよ

(2人 1線)Q う指示するC (T1､T2)

2-2見えないボールでバ ･大きな円を作 らせるo言葉を交わさずにまん丸の円を作る

レ-ボールの円陣パ にはどのようにしたら良いかを問いかけ､自分 と他の人と じ取 り､それに対応 し

スをする (グループ の関係 を感 じ取ることの必要性に気づかせるo (T2) て動 くことができたかQ･相手を意識 し､息を合毎)02-3見えない縄で縄跳び 一ボールをパスしたい相手をしっか り見ることやパスをした

人の動作に対応 して動くこと等を指示するo

･教師が例を示すQ (Tl､T2)

をするQ ･一緒にうまく縄跳びをするためには互いに息を合わせるこ わる大切さを感 じ取る

･2人 1線及び大縄Q とが大切であることに気づかせるO ことができたかo

3.雲をイメージして呼びかけを行 う03-1雲のイメージを膨 ら ･雲を自由にイメージさせるQ (T1) ･気持ちが届 くように呼びかけることできたかo･距離と声の大きさの関･イメージした雲に向かって､届けたいことを考え､それが

ませ､伝えたいこと 届 くように呼びかけをさせるo 係や身体の使い方､届

を思い浮かべて呼び ･相手に伝えたい気持ちを全力でぶつけていくことが大切で けたい内容 と声の強さ

かける03-2呼びかけゲームを行 あることと､投げかけられたものを受けとめようとする気 や音色の関係等に気づ

持ちが大切であることに気づかせるQ くことができたかD

[呼びかけゲーム](.必要に応 じて教師が例示する)

うo(請 :『雲』 山村暮鳥) ･雲の役の子どもを (5-6人)間隔をあけて後ろ向きに立た

せ､その中の 1人に向かって呼びかけるQ 自分が呼びかけ

られたと感 じた子どもが振 り返るo

･どのように呼びかけると雲が振 り向いてくれるか､呼びか
けの工夫をさせるo

4.まとめ ･活動を振 り返 り､コミュニケーションを行 う上で必要なこ
･ワークシー ト記入O とについて発言を求めながら整理するo (T1)

目標(1)自分のイメージや気持ちが伝わるように､表現の工夫をするC

(2)コミュニケーションの視点から表現の楽 しさを味わい､歌で表現することに興味をもつQ
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イメー ジ した こ とや伝 えたい ことを起点 とした歌唱表現学習

学習活動 教師の支援 (T1:逸見､T2:加藤) 評価の観点

1.前時の復習をし､本 ･前時の学習活動を振 り返 り､ポイン トを整理するQ ･前時の学習を振 り返る

時の学習のめあてを認識するo『知 らない子』を歌 うC ･本時の学習活動についてわか りやす く話すq (T1) ことができたかQここでは歌唱表現については触れないo

2.『知 らない子』の歌 ･フロアに車座になって話 し合 うo子 どもの体懐や素直な発 ･自分の体験等 と関連 さ

詞を理解 し､イメ- 言が出て くるような雰囲気を作るQ(T2) せて情景を想像 した り

ジを膨 らませるQ ･子 どもが詩の登場人物 と自分を重ね合わせて捉 えられ るよ イメージを膨 らませ る

2-1詩の内容を捉える うに､つぶやき程度 も含め個々の発言を大切にするo ことができたかo

2-2J歌われている情景 ･詩 の登場人物が行 ってい るコ ミュニケー シ ョンの様子につ

を捉え､イメージを いて全員で考 えてい く.それ を通 して一人ひ とりのイメ-

膨 らませ るo ジを膨 らませるG

3. 『知 らない子』を表 ･歌唱表現については何 も指示せず､自由に歌わせ るO (T1) ･グループで協力 してス

現の工夫をして歌 う ･歌詞を記 した A3大の用紙にス トー リー記入 させ､更にス トー リーを作ることが

3-1『知 らない子』の詩 トー リーが伝わるためにはどのように歌 うと良いかを考え できたかQ･気持ちを伝えるために表現を工夫することができたかO

を基にグループ毎に て記入 させ るo教師の助言は最低限に とどめるo (T1､T2)

ス トー リーを作るQ ･旋律や リズムは変えずに､伝 えたいことを歌で表現するに

3-2ス トー リーが感 じ は､どのように した ら良いのかを考えさせ るo

られ るように表現 ･表現を考えるヒン トとして､教師が ｢キラキラ星』の冒頭

の工夫をす るo 部分を複数の歌い方で歌い､表現の意図を問 うo (T2)

3-3グループ発表をす ･発表者が どのようなことを伝えたいのか､考えなが ら聴 く ･興味をもって発表を聴

るo ように指示する○ (T1) くことができたか

4.まとめ ･活動を振 り返 り､歌唱表現をする際には､どのようなこと

10)評価 の観 点

･声や身体動作 に興味 をもち､表現す ることの楽 し

さを味わ うことができたか｡

･相 手に伝 わるためには どうす る と良いかを考 え､

表現の工夫 を して歌 うことができたか｡

･他者 が表現 しよ うとしてい ることを感 じ取 り､互

いの表現 を認 め合 う気持 ちを持つ ことができたかO

･表現の多様性や可能性 に気づ くことができたか｡

譜 例 『知 らない子』(作詞 :宮沢章二/作曲 :大中恩)

し ら な い こ だ け ど わ らっ たよ か き わ の そ ば でわ ら っ た よ

よ ほ う とお も っ て で て み た ら
かきね のか げ に か く れ た よ

し ら な い こ だ け ど あ そんだよ

Ⅳ 授 美 観 幸 とワー ク シー ト及 び調 査 紙 の 分 析

1授 業 の分析 ･考察

① 子 どもの活動 の様 子

表 1 学 習活 動 と子 どもの様 子

(第 1時)

か き ね の そ ば で あ そ ん だよ

まず ､学 習 活 動 の全 体 を捉 えたい｡ 活動 の概

要 を表 1に示 す ｡ 表 1は ､全授 業 記録 か ら各 時

間 の子 ど もの発 言 や 行 動 を抜粋 した もの で あ る｡

時間 学習活動 子 どもの様子

経過 [凡例 〕T1:逸見,T2:加藤,C:子 ども,cs..子 ども複数,C-al1子 ども全員, All:全員

Om.4 1本時のめあての認識 T1:普通はコミュニケーションは目と言葉を使ってするねo例えば､朝は .. .

Cs:おはようございますO

Tl:｢おはようございます｣つて言った り言葉でコミュニケーションした りするで

し よ o 今 日は言葉は使いませんO(目当てを板書)(略)

5 2.身体によるコミユニ Tl:言葉 を使わずに相手 とチヤツチボール してみてくだ さいoわかった?絶対言葉

ケ-シヨンo(見えないボール と縄)2-1キャッチボールo を使つちやだめだよQ(子 ども活動開始o)(中略)
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30 2-2バ レーボールQ (教師の例示後､子 どもたちが縄跳びを開始O)(中略)
2-3縄跳び○ Tl:一斉に跳ぶ時､縄があるわけじゃないよねo先生が (縄を)持っているわけじ

やないで しょ○何に気を付けたか話 し合ってみよう○(以下､発言のみ)

C 人のすることを見て､それに合った動きをするo

C:回す人の手をみる○

C:跳ぶタイ ミングとかを合わせる○

31 3.雲をイメージ して呼 TlCsTlCC :｢雲｣つて､今ね､どこに向けて呼びかけてみた?

びかけら :空o (口々に)(中略)

(請 :山村等鳥 ｢雲｣) :どんな形 をした雲だと思 う?ちょっと教えてC(以下､発言のみ)

3-1雲をイメージo 入道雲○

うろこ雲b

C ひつ じ雲○.(中略)

3-2伝えたいことを考え Tl:どんな風に､何を呼びかけてみたい?(以下､発言のみ)(*)
て呼びかけ○ C:雷雲､雨降 らせC

C:綿菓子みたいな雲､ちょっと食べ させてO

C:雲の上に載せて○

Tl:自分の思い浮かべた雲にちゃん と呼びかけるようにやつてみるよ. (中略)

3-3呼びかけゲーム. FF71 (Tlがや り方の説明 と例示後､子 どもが行 うC)(中略)Tl:(振 り向いた子 どもに)なんで自分だと思った? (以下､発言のみ)C:背中か ら声が押 し寄せてくる感 じOc:,背中に冷たい空気が来るみたいな感 じ○ (中略)Tl.じゃあ 呼びかけた人 どんなことを意識 したり△△君8

L l -lJ. チ ;J:-C:C:振 り向いてo通 じてつてo(以下､略)

時間#iA 学習活動 子 どもの様子 (発音､行動を授業記録より抜粋)

Om 1.前時の復習､本時の (Tl前時の学習について要点を挙げなが ら確認)勺

3 めあての罷免C･｢知 らない子｣歌唱○ Tl:今度は､取で表現 してみよう○(中略)(｢知 らない子｣を歌 う)

4 2.｢知 らない子｣の歌詞 T2:みんな､知 らない子 と遊んだことある?(**)

の理解 とイメージの cs:あるoある○めちやあるo(口々に)

拡大○2-1詩の内容について話 T2:その時のことについて教えてo
cl:｢なにしてるの?｣ とか ｢何 して遊ぶの?｣ とか ｢-緒に何々 しない?｣ とか言 うQ

T2:(略) じゃあ､知 らない人に遊ぼ うつていわれたことある?

し合い○ Cs:あるoあるo

2-2詩に歌われている情 T2:｢知 らない子だけど笑ったよ｣つて､ どうして笑ったのかな?(以下､発言のみ)

景のイメージを拡大 C:目が合つたからQ

17 -I C:声が聞こえない (ちょっと れた) ところにいたからo 中略)

T2.｢呼ぼ うと思って-｣ とあるけど 何で呼ぼ うと思って出てみたのかなり

C:一緒に遊ぼ う○

‰ J■ ′'- Tl:どんな風に呼びかけたんだろう? (以下､発音の一部)

■ - ▼ - 一C:ヤ ッホー!C:遊ぼ う!

-∫
C:一緒に遊ぼ うよ○

C:暇 じゃつたら一緒に遊ぼ う○

C:何 しよん?

18 3.表現の工夫をして ｢知 T2:(略)今のみんなの意見をもとにしてお話を作ってもらえるかな?(中略)

らない子｣を歌唱B Tl:後で各グループで様子が分かるように歌ってもらいますB(中略)その時のポ

3-1グループ毎にス ト- イン ト､(歌って) ♪たんたらつたらつた らつた-とい う曲や リズムを変えて

リー作 りと表現の工 はいけませんo (グループ活動開始)(中略)(中間発表 1チーム)

夫ら Tl:歌っている人は何に気を付けたの?(中略)

C:暗 さと明るさを工夫 しま した○(子 ども､柏手)

3-2グ′t,:-bja J (各 グループの発表後､歌唱について どのように聞こえたのかを問 う○)Tl.何か変わつたのに気づいた入りここがこんな風にかわつていたとかり

冒 ) . ,◆｣ .T 五 正 C:｢隠れたよ｣のところが少 し暗 くなっていた○(以下､発言のみ)

C:最初の方､少 し暗そ うに聞こえた○

C:｢一緒に遊んだよ｣のところが､暗い8感 じ

t . ､ ーC :楽 しそ うな所 とか暗い所 とかが､はっきりしていてわか りやすかつたb

, 鶴 .郡 二C:｢隠れたよ｣が､なんか､ しょんぼ りした感 じ○
C:｢垣根の側で遊んだよ｣が強い感 じQC:｢垣根の側で隠れたよ｣が最初の方か らどんどん暗 くなっていく感 じ.40汐【 ,､ †⊥▲二
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イメージしたことや伝えたいことを起点とした歌唱表現学習

② 各時の学習活動の分析 ･考察

第 1時の活動2の身体によるコミュニケーション

活動は子どもにとって初めての体験であったため､

当初､戸惑 う様子もみられた｡ しかし､要領を得る

につれて活動が活発になり､大縄跳びでは子どもの

集中が高まった｡休み時間に､子どもから ｢大縄が

一番面白かった｣や ｢縄が見えたよ｣等の声がきか

れた｡ワークシー トにも ｢長縄を跳ぶ時､本当に縄

が見えてきて､ついいつものくせでひょいとよけて

しまった｣や ｢本当に縄があるみたいで､この人は

跳べたとかこの人は跳べなかったとかがすごくわか

った｣等の記述がみられた｡このように子どもたち

は興味をもって活動することができたといえる｡

活動 3の詩 ｢雲｣による呼びかけでは､子どもの

発言が活発であったC子どもが思い思いにイメージ

した雲に呼びかけることができたといえる (表 1*

参照)｡一方､活動 3-3の呼びかけゲームでは､聞く

側の子どもたちが､声の大きさや聞こえてくる方向

から自分が呼びかけられたのかどうかを判断してお

り､呼びかけに共感したら振り向くという教師が意

図したねらいとは外れた結果になってしまった｡こ

の活動は､子どもたちにとっては難 しく､活動自体

の改善の必要を感じた｡

第2時の活動 2の歌詞について考える活動でも､

子どもの発言が活発であった｡(表 1**参照)詩の

内容について､子どもが自分の体験をもとに考え､

イメージを膨らませることができたといえる｡

活動 3の歌唱表現の工夫では､グループ毎のス ト

ーリーを作りは比較的スムーズであった｡ しかし､

歌唱では表したいことをどのように声にすれば良い

表 2｢身体によるコミュニケーション｣に対する

興味 ･関心 (回答数 :全 28)

LiZI 回答数 記 述 例

莱 24名 ･キャッチボールの時､○○さんと色々な
し 85.8% 球を投げたり､捕ったりして巣しかった○
さ ･キャッチボールをした時､最初は上手く
輿 なかったけれど､だんだん上手くなった.
咲 ･長縄になった時､人の動きを察知して､

見えない縄も眺べたと思う○
･縄跳も､縄を回す人の手を見て跳ぶとと
ても楽しかつた○

･またやりたいB

困 2名 ･見えない縄で跳ぶのが井しかったq
A 7.1% ･青葉を使わないで相手とコミュニケ-シ

ヨンを取るのが難しかつた○
理 2名 ･相手が強く打てば､それに合った動きを
解 7.1% してコミュニケーションがとれた○

･人の目や動きをしっかり見て'コミュニケ

のか迷ったり､音程が不安定になる等の蹟きがみら

れたQ曲の音域が子どもの会話や音読の音域より高

かったことも表現を抑制した一因と考えられる｡

活動全体について実践者の一人である逸見教諭は

次のように述べている｡

歌唱表現の前に身体全体を使ったコミュニケーシ

ョン活動を行 うことで､全身でものを感じたり､相

手の動きに対応しながら身体動作をしようとする等､

表現にむけて身体が次第に敏感に動くようになって

いく様子がみられた｡その後の詩の朗読では､自分

なりの思いをもって解放された状態で表現しようと

する姿がみられた｡ しかし､歌唱表現になると突然

萎縮したり､全くイメージが沸いてこなかったりす

る子どもが多くみられた｡また､自分の歌声に自信

が持てなかったり､歌声が自分の表現したいことと

違っていたりするために､戸惑いを見せる子どもが

多くみられた｡自分が伝えたいことを表現するため

の歌唱技能の習得が課題であると考える｡

2ワークシー トと調査紙の分析 ･考察

① 学習活動について-ワークシートの分析･考秦-

ワークシー トの回答を整理し､各視点から分析 ･

考案を行 う｡なお､回答の書式は自由記述とし､い

ずれの場合も回答が複数項目にわたる場合には各々

を1回答として計数した｡

Ql｢今日の学習でわかったこと気づいたこと､印

象に残ったこと｣の回答は､｢身体によるコミュニケ

ーションに対する興味 ･関心｣｢学習でわかったこ

と｣｢歌集表現の工夫に対する興味･関心｣の3点に

整理できる｡それらを表 2-表4に示す｡

ワークシー ト

ワークシート｢イメージや気持ちを伝え合おう｣

屯 5/jlll: 板 金 右肺

CJlt8の事耶 わかったこと佃 ついたこと.印tに載った

ことtfき暮し▲う｡

Q2 ■Bの叩 tして.ttうことについてのtMちやれ ､方か

れとlbI)*したか7 自分でtわったTlとJELたことhl

あったち､何についてでもALV)で自由に■全土し.tう｡
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表 3 第 1時の学習でわかったこと､気づいた

こと (回答数 :全 31)

回答数 記 述 例

身 体 動 作 に 13名 ･長縄跳びの時､透明の縄が

対す る理解 42.9% 本当にあるように見えたo

･相手の投げ方で強 く投げて

いるのか弱 く投げているの

かがわかったo

･周 りの人が本 当に何かある

よ うに して くれたので､私

もこうすれば良いのか と参

考になったo

コ ミ ュ ニ ケ 10名 ･最初は相手 (友だち)のこ

- シ ヨ ン の 32.3% とを考えずに 自分だけで精

意識 一杯だったけど､わかって

い くうちに友だちのことも

考え られ るよ うになったO

一コミュニケーシ ョンは言葉

でできるだけでな く､体で

もできることが分かったo

･コミュニケー シ ョンは大切

だなあと思ったC

コ ミ ュ ニ ケ.5名 ･言葉 を使わないことは難 し

- シ ヨ ン の耕 しさ 16.1% いんだなあと思ったO

表 2から､子 どもたちが身体によるコミュニ

ケーションに興味をもって活動 していたことが

わかる｡表 3から､子 どもたちが身体動作で気

持ち伝えた り､感 じとった りする活動を通 して

コミュニケーションを再認識 し､コミュニケー

ションする上で何が必要なのかに気づ くことが

できたといえる｡また､回答の中に ｢コミュニ

ケーションは言葉でできるだけでなく身体でも

できることが分かった｣とい う記述がみ られる｡

コミュニケーションにおいて言語が占める割合

は 35%程度であり､非言語によるものの占める

割合が大きいといわれていることからも､その

ような子どもの気づきは注 目される2)Q

表 4か ら､多くの子 どもが自分たちで表現の

工夫をする楽 しさを味わい､自分な りの学習成

果を感 じていたことがわかる｡その一方､発展

の欄の ｢100%出し切れなかった所 もあった｣と

い う記述のように､自分たちの表現について冷

静に評価 している子どももいる｡ これは､子 ど

も自身が表現技能の必要性を感 じたとも捉えら

れる｡

次に､第 2時の学習でわかったことや気づい

たこと､学習で印象に残ったことを表 5と表 6

に示すQ

表 4｢知 らない子｣の歌唱表現の工夫に対する

興味 ･関心等 (回答数 :全 22)

回答数 記 述 例

楽 しさ 11名 ･詩 をみんなで工夫 した りして とても

興味 50.0% 楽 しかつたo

･表情がいっぱいでて､みんなが笑 つ

た りするのがはっき り見えて楽 しか

つたo

･詩の言い方を変えた り､明るくなつ

た り､暗 くなつた りするのが楽 しか

つた○

学習 7名 ･ス トー リー作 りは難 しかつたけどみ

成果 31.8% んなの意見が出たか らできたo

･私たちのグループもみんなで協力 し

合っていろいろ考えたo

･最後の所でいっぱい伸ばす よ うに工

夫 したo

･歌の中に､はっき りした､明るく､

暗 く､遅 く､少 し速 くとい う風に工

夫 したO

発展 3名 ･｢知 らない子｣の替え歌を作ってみ

13.6% たかったO

･100%出 し切れていなかった所 も少

しあつたか ら全力でいきたいo

困難 0

表 5 第 2時の学習でわかったことや気づいた

こと (回答数 :全 18)

回答数 記 述 例

表現に 8名 ･歌にも思いや意味がたくさんあるこ

関す る 44.4% とに気づ くことができたo

理解 ･歌詞の 1文でス トー リーができるこ

とや､歌で何でも表現できることが

分かったQ

学習 5名 ･グループ毎に ｢これは暗め じゃな

成果 27,8% い?｣｢ここはテンポを速 く｣など相

談 して歌 うと､なんだか少 し上手に

なったような気が したQ

･｢目が合ったん じゃない｣｢ここは呼

びかけてたん じゃない｣等 とみんな

色々な意見を出 し合ったC出来上が

つて歌った時は､いろんな所､その

歌詞の気持 ち､込め られた思い等を

思いなが らできたんではないか と思

つたO

歌唱の 5名 ･グループで暗い所や明るい所 を歌つ

様子 . 27.8% て､す ごく変わったQ

変化 ･知 らない子の思い と､一緒に遊んだ

表 5から､子 どもたちは､歌い方の工夫につ

いて意見を出し合った り､他のグループの発表

を聴 くこと等を通 して､表現の多様性に気づく

と共に､他者の表現の意図も感 じ取ろうとして

いたことがわかる｡
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表 6 第 2時 の学 習 で印象 に残 った こ と､感 動

(回答数 :全 29)

回答数 記 述 例

表堤 11名 ･速い所や遅い所､暗い所明るい所を全
37.9% 部使い分けていたQ

･どのグループも暗 さや明るさがよくわ

かつたq

･みんなの発表が色々全部ちがつて ｢あ

あ､ここはこんな所なんだな-｣つて

思った りしたo

24.1% せたから良かつたo

･歌い方の工夫について最初は全 くわか

らず考えるのが大変だったけど､意見

を出していくうちに､だんだん明るさ

や暗 さをつけることができるようにな

つたo

困難 5名 ･｢隠れたよ｣の所をどう歌えば良いかわ
17.3% からなかったC もう少 し時間がほしか

つたQ

･歌に色々な.気持ちを入れるのが難 しか

つたQ

活動 4名 ･みんな一生懸命に詩を作っていたo
13.8% ･歌 う時はちょっと ドキ ドキしてたけ

ど､いっぱい感想を言ってもらって嬉

しかったo

輿咲 2名 ･感情をつけてみると､最初歌った時よ
6.9% りも表情 とかがや りやすからたQ

一｢恥ずか しい｣｢迷 う｣｢楽 しい｣｢嬉

い｣はどれ も体感 したことのある気持

ちだったのでとても歌いやすかつたo

表 6か ら､子 どもた ち は､ 自分 た ちが伝 えた

い こ とを音 の 明暗や 強 弱 ､テ ンポ等 の要 素 を工

夫す る こ とに よって表 現 しよ うと して い た こ と

が わか る｡ 同時 に､明暗や 強弱 等 の変化 や 組 み

合 わせ を も とに他 者 の表現 を感 じ取 り評 価 して

い た こ とが わ か るO そ の一 方 ､表 現 の難 しさを

感 じ､蹟 き を感 じてい た子 どももい る｡

この よ うに､子 どもた ちの活 動 は全般 に積極

的 で あ り､活 動 に対 す る満 足感 や 学習成 果 を感

じてい た とい え る｡ しか し､ 自分 た ちの歌 唱表

現 自体 に満 足 して い ない子 どももみ られ る｡ こ

の点 に関 して ､後 述 す る後 日の調 査 か ら具 体 的

に明 らか にな った｡

② 学習 に よって生 じた歌唱 の意識 の変化

子 どもた ちの歌 唱 に対 す る意識 が学 習 に よっ

て どの よ うに変化 した の か につ い てみ てい きた

い｡表 7に ､ ワー ク シー トの Q2 ｢今 日の学 習

を して ､歌 うこ とにつ い て ､気 持 ちや 歌い 方 が

変 わ りま した か? ｣の 回答 を整 理 して示す｡ 回

答 は､大 き く ｢歌 い方 ｣｢気 持 ち｣｢表現｣｢そ の

他 ｣の 4種 に分類 で き る｡

表 7 歌 うこ とにつ い ての気持 ちや 歌 い方 につい て (回答数 :全 76)

記 述 例

敬い 【歌い方の変化】(回答数 :15) 【わかつたこと】(回答数 :5)･｢知 らない子｣をちょっと違 う読み方で読む時､みん ･歌い方はみんな色々で､1人 1人の違いがみんなあ

な声を小 さめにした りしてとてもす ごかつたQもつ るんだな- と感 じた○

方 ともつと声をだ して､もつと上手になりたいoまた ･もつとこうした らこんな風になって､こうい う風に

や りたいQ したらこんな上手 くなれるんだ､と分か りだ してき

･いつも歌 う時に何 も思わずただ歌っていただけだつ たと思 うQ

たけど､今 日は､気持ちの入った歌を歌えた と思 うQ ･歌はきれいな声だけじゃなく､一つ一つの意味を考

･歌い方がとても変わったo｢知 らない子｣はただ普通 えて､明るさや暗さ､喜怒哀楽を表現 した ら､より

の､そのままの意味で歌って通 していたので､実際 一層､その歌のことや､ス トー リーが頭に浮かんで

に歌ってみると､歌も良いものではなかったCそれ きた○聞いている人も､この歌やこの人はこう思つ

を ｢どうして?｣｢どうして?｣ と考えると ｢本当の意味｣が分かって歌 うのも楽 しくなったo て歌ってんだな- と思ったo

気持 【気持ちの変化】(回答数 :6) 【わかつたこと】(回答数 :5)
･自分が変わつたと思った所は､歌や詩を頭の中で想 ･相手に伝えるにはどうい う風にしゃべれば良いか､

像 して読んだ り､歌った りできるようになったことq 相手はどんな気持ちだろ う等､伝えた り感 じた りす

ち ･私は ｢知 らない子｣を歌 う時､普通になん となく歌っていたOでも､号車のみんなで話 し合った時は､ただ何 となく歌っていたのに､だんだん気持ちがこもった歌い方にしようと思いましたo こうい うことをきっかけに変われた自分は､いいなと思ったo ることが分かったQ

表現 【表現 しようとしたこと】(回答数 :1) 【表現についての感想】(回答数 :12)
･知 らない子が初めに笑ったときは､恥ずか しがつて ･一番最初に歌った時は､表情をつけていたけど､ど

いるように歌って､｢垣根の側で｣は､慣れたか ら明 こでどのような表情をつけた ら良いかわからなかつ

るく､笑っているように歌って､｢垣根の陰に隠れた｣ たQでも､グループで相談 して表情とかを付けたら
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るように したいQ･｢知 らない子｣を歌った とき､その子の気持 ちを考えてするのは大変だ と知ったo次は､もつと感 じとれれぱ良いなあと思ったO

その 【学習の取 り組みに関 して】(回答数 :15) 【嬉 しかつた､楽 しかつたこと等】(回答数 :17)･号車で 1人 1人が発表できたか ら変わつたと思 うo ･言葉がなくても伝えられておもしろかつたo

也 ･みんな色々変えてとても楽 しかつたDまたやつてみ ･長縄などどれもとても楽 しかつたo長縄は縄が無い

表 7から､多くの子どもが自分たちの歌い方の変

化に気づいていることがわかる｡中でも､歌う時の

気持ちの変化と表現されるものを関係づけて捉えて

いる点が注目される｡子どもたちは表現することの

難 しさを感じながらも､表現に対する意欲や興味を

高めることができたといえよう｡

3歌唱の比較

子どもたちは､本学習を始める時点で ｢知らない

子｣を完全に覚えて歌っていた∴ここで､表現の工

夫をする前と後の歌唱を比較してみたい｡

表現の工夫前の歌唱では､全体的に音程が安定し､

声がむら無くでているものの､強弱や音色の変化が

乏しい｡どのように表現するのかよりも､十分なブ

レスや正しい音程等の技能を意識 した歌唱といえる｡

一方､表現の工夫をした歌唱では､明暗や強弱の

変化がみられた｡ワークシー トには ｢詩の楽しそう

な所を明るく､寂しそうな所を暗く歌おうと思った｣

等の記述もある｡とはいうものの､各グループに共

通して音程が不安定になる箇所がみられた｡例えば､

｢かげに隠れたよ｣の部分では音程が下がる現象が

みられた (図 1参照)｡ワークシー トに ｢恥ずかしく

て隠れたから暗くした｣｢しょんぼりと少し悲しく

o
N
AU王nV¢血V山V

oH
2V～04

tV
5一▲T3れ一

雷も(Hz) か げ こ̀か くれIlよ
AS87.33
ぺ523.25
-&440-8392-f349.23_e329.63_d293.66-C261.63 読 こ こ 定

本集のヒッチ (3

◆

暗くした｣等の記述があることから､暗く歌おうと

して音程が下がってしまったと考えられる｡また､

｢遊んだよ｣の最終音が上擦る現象もみられた (図

2参照)｡ワークシー トの記述に ｢嬉しそうにしたい

ので高め､長めにした｣等がある｡このことから嬉

しそうに歌おうとして音程が上擦ったと考えられる｡

これらの例を図 1と2に､杉スピーチアナライザー

によるピッチ曲線を用いて示す｡

このような現象は､旋律の高低の動きの幅が言葉

の抑揚よりも著しく大きい箇所にみられる｡このこ

とから､子どもは表現のための身体のコントロール

が未だ不十分であったために､気持ちを込めようと

して音程が不安定になったと考えられる｡

歌唱の意識の変化についても､ワークシー トに記

述がみられる｡例えば ｢普段は何も考えないで歌っ

ていたが､この学習で自分たちで考えることで歌う

時の気持ちが変わった｡｣である｡また､ある子ども

は ｢明るい声を出そうとしても何か変な声が出たり

して笑ってしまったこと｣と記述した上で ｢変にな

っても気にしないような心をもてば､堂々と良い歌

になったと思う｣と記述している｡十分に満足する

ような結果が得られなかったものの､子どもの歌唱

表現に対する意欲は高まったといえよう｡

本来のヒッチ (手●せ)

_aZ～C か げ に か くれ た よ

図 1音程が下がった例

4歌唱表現に対する子どもの意識一調査紙の分析･

考察一

授業実践の後目に､調査紙を用いて子どもたちに

O
N

OnHVO○○

lU
HH

書ウ■■甘.I

6

Lh▲'一O}虫V

雷もtHz)

AS87.33-cSIS.25-a140一g392あ そん だよイ349.23_e329.63_dZ93.66-C261.63
-a220

図 2音程が上擦った例

自分たちの歌唱表現について質問した｡回答の書式

は､選択および自由記述とした｡記述内容を整理し

て以下に示す｡
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【質問内容】
Q-1:表現したかったことは何か○
Q-2:表現してみてどのくらい満足したか.(やりたいことができたか)○

①満足 ②まあまあ ③あまり④不満
Q-3:満足できたことは何か (どんなことができたから満足したのか)O
Q-4:満足できなかったことは何か (どんなことができなかったから満足でき

なかったのか)a
Q-5:どんなことができるようになれば自分の表したい感じがだせるようにな

図 4:Q-2 図 5:Q-3

図 3から､多くの子どもたちの表現したかったこ

とが､登場人物の気持ちやその変化であることがわ

かる｡それは､｢知らない子の気持ち｣や ｢知らない

子と遊んだこと｣等である｡図4から､満足した結

果が得られなかったと感 じていた子どもが多いこと

がわかる｡また､満足した点については､図5のよ

うに多くの≠どもが音楽表現や歌唱技能を挙げてい

る｡その理由は､音の明るさや暗さ､長さ等を工夫

して歌 うことができたこと等である｡その一方､図

6に示 したように満足できなかったこととしても､

表 8子 どもの記述例

図 6:Q-4 図 7:Q-5

表現全般と歌唱技能に関わる記述をした者が多い｡

このことから､子どもたちが歌唱技能の必要性に気

づいたことがわかるQそれが図 7に示した回答に繋

がっている｡例えば ｢自信をもって歌えるようにす

る｣｢明るい声と暗い声をだせるようにする｣等の回

答である｡

ここで､2人の子ども (A児,B児)の記述を表 8

に示す｡子どもたちは自分たちの歌唱表現について

ある程度､客観的に捉えており､自分たちの歌唱の

良い点や課題等に気づくことができたといえよう｡

辛例表現したかったこと 表現に対する満足度 満足したこと 満足できなかったこと どのようなことができるようになると良いか

A ･｢実った｣なら楽 まあまあ ･明るい声が ･明るい声は出せたけど､暗い声が ･大きな声でも､暗い
児 しく歌う○ だせた○ 出しにくかつたから区別がつかな 声が出せたら良いQ

･｢隠れたよ｣だつ ･みんなと語 かつたo
たら少し残念だか り合えた白 ･リズムに合わせるのが難しかつた
ら暗く歌うo ･元気良く表せなかった○

B児 ･知らない子同士 不満 無い○ ･歌った時､自分のしたかつたこと ･表現したいことを声

Ⅴ 本実践のまとめと今後の課題

1本実践の成果と問題点

本実践の結果をまとめると以下のようになる｡

･子どもは表現する楽しさを味わうことができた｡

･子どもは､強弱､明暗､テンポ等に着 目して工夫

して歌 うことができた｡ しかし､未だ身体や声を

十分に使いこなすことができないため､子ども自

身が満足するような歌唱表現には至らなかった｡

･子どもは､様々な表現ができることに気づき､互

いの表現を認め合 うことができた｡

2今後の指導について

本実践では､子どもたちの活動 した満足感や達成

感についで不満や疑問がみられた｡このような子ど

もが活動後に抱いた疑問や蹟きは､子どもの歌唱表

現力を高めていく上で欠かせない経験といえよう｡

このような揺 り返しは､習得過程一般にみられるも

のである｡堀尾輝久 (1987)は次のように述べてい
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る｡｢物事の理解において､十分に深く関わったとい

う満足を一時は味わうものの､それは次に生じる問

いによって足もとから問い直される｡新しい問いを

含む内的矛盾の深まりに突き動かされて､次の果て

しない探究に向かうとい うのが真実の探究者の姿で

あり､子どもの試行過程と理解の深まりも同質であ

る｡教育的働きかけ自体がこの内的矛盾を引き起こ

す動因を作っている｡｣ 3)0

したがって学習では､子どもが抱いた疑問や蹟き

等を次の課題とし､それを解決していく形で活動を

進めることが有用であると考える｡具体的な指導ポ

イン トとして次の2点が挙げられる｡

① 歌唱技能習得のための指導の工夫

子どもが感じた必要性と関連させた形での学習､

すなわち､子どもが表現したいことやイメージと､

身体の使い方や生じる声とを関連づけて歌唱技能の

習得の学習を行うことであるOそれよって歌唱技能

の習得の学習が意味のあるものになると考える｡

② 歌唱表現を行 うための基盤となる様々な音楽的

体験の充実

生活の中の様々な形態の音楽を聴いたり歌ったり

すること､同一曲であっても様々な表現が行われて

いることを知ること等､子どもが表現の多様性と可

能性を体験的に捉えることである｡その中で､詩か

ら音楽-の移 り変わりを捉える学習も有効であろう｡

また､作曲者が､何故そのようなリズムや旋律を用

いたのかを考えたり､リズムや旋律のもつ効果につ

いて考える活動を導入すれば､表現したいことと表

現手段の関係を捉えることができるだろう｡作曲者

が伝えようとしたことを自分なりに解釈し､自分は

どのように表現したいかを考えて歌うことにより､

子ども一人一人の表現が実現されるのではないだろ

うか｡

本実践で得た結果や指導の課題を踏まえ､今後も

実践的な研究を行っていきたい｡
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Title: A Trial of Learning Singing Expression on the base of Images and Feelings

- A Case Study in a Primary School-

Haruko KATO (Factory of Music, Kurashiki Sakuyo University) ,

Takanobu HENMI (Kurashiki municipal Kotourahigashi Primary School)
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Abstract: In leaning singing expression, school children learn mostly how to express images and feelings of

the song. In this context, it is necessary to have experiences to convey hislher images and feelings each

other. Without those experiences, children cannot express their images and feelings well. In this study, a

classroom teachingllearning for singing expression from a view-point of mutual communication was tried

in a primary school. Though observing and analyzing this practice, the following points became clear.

CD Thinking content of expression and devising singing, the children were able to appreciate joy of

expression.

® The children were able to realize what was necessary to express their images and feelings.

@ The children realized a variety of expression and were able to appreciate different ways of expression

by other children.

Keywords : images, singing expression, communication, free eXpression, acquisition of song skills
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